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○第9回大学図書館学生協働交流シンポジウムに参加しました

9月5～6日に島根大学で「大学図書館学生協働交流シンポジウム」が開催されました。

このシンポジウムは,大学図書館でさまざな活動を行っている学生同士が交流することにより,新しいアイディア

を生み出したり,各自の活動をさらに活性化させることを目的としています。

第9回目となる今回,徳島大学からはライブラリー・ワークショップ,阿波ビブリオバトルサポーター,学びサポー

ト企画部の3団体から,計9名の学生が参加しました。

1日目はまず各参加団体のポスターセッションによる活動紹介が行われ,その後2日目にかけて,アイデア出しから

グループ討議を経てイベント企画まで繋げるワークショップが行われました。

ライブラリーワークショップの発表ポスター

阿波ビブリオバトルサポーターの発表ポスター

学びサポート企画部の発表ポスター

以下,シンポジウムに参加した学生の感想です。

●総合科学部　3年　小邦文佳 (阿波ビブリオバトルサポーター)

9月5日,6日に島根大学で開催された「第9回大学図書館学生協働交流シンポジウム　ワクワクする図書

館を作ろう-“やりたい”を形に-」に参加しました。

実際に他大学の図書館系団体と話し合ったり活動内容紹介を見ていったりすることで,たくさんのこと

を知ることができました。

今回は「ワクワクすること」がテーマだったので考えているだけでとてもポジティブな気持ちになれま

した。

シンポジウムでのワークはワールドカフェ形式で進められたため,たくさんの人のワクワクや考えを知

ることができました。

今後の活動の参考にしようと思います。

また他大学の団体と交流することで,これまで当たり前だと思っていたことが当たり前ではなかったと

いうことに気づきました。

徳島大学では図書館で活動する団体が3つありますが,他大学からみるとかなり珍しいとのことです。

また司書課程の学生がほとんどの団体から見ると,ライブラリー・ワークショップのように理系学生が

所属しているということに驚かれました。これらの反応からとても新鮮味を感じ今後のあり方について

考える機会となりました。

https://www.lib.tokushima-u.ac.jp/m-mag/back/177/index.html
https://www.lib.tokushima-u.ac.jp/m-mag/files/177/lw177.pdf
https://www.lib.tokushima-u.ac.jp/m-mag/files/177/bib177.pdf
https://www.lib.tokushima-u.ac.jp/m-mag/files/177/manabi177.pdf


今回のシンポジウムに参加することでたくさんの気づきや刺激が得られたので,今後の活動にも活かし

ていきたいと思います。

●総合科学部　2年　関口俊介 (阿波ビブリオバトルサポーター)

9月5日,6日に島根大学松江キャンパスにおいて開催された「第9回大学図書館学生協働交流シンポジウ

ム」に参加した。

まず5日にはポスターセッションを通して各大学の団体が行っている活動が紹介,説明された。

その中で阿波ビブリオバトルバトルサポーターとして興味を引かれたのは,島根大学で行われているビ

ブリオバトルにおいて,参加者を集めるためにポイントを使っている事例だ。

参加に応じてポイントが溜まり景品が貰える。

当サークルでも導入を検討したい。

その後,同日に「最高にワクワクする図書館にするには」というテーマでワールドカフェが行われた。

ここで得たアイデアを活かし,6日のワークショップでは企画計画書を作った。

他の参加者の企画は直接阿波ビブリオの活動に反映できないものも多かったが,実施時間帯に関しては

こちらでも検討に値する。

ここで得たものをこれからの活動に活かしたい。

●理工学部　2年　中井秀和 (学びサポート企画部)

学びサポート企画部は2019年9月5・6日に島根大学松江キャンパスで開催されたイベント「第9回大学図

書館学生協働交流シンポジウム　ワクワクする図書館をつくろう -“やりたい”を形に-」に参加しま

した。

全国の26大学から学生・教員・職員ら116名が参加した本イベントでは,1日目のワールドカフェで参加

者の「やりたいこと」を明確化し,2日目のワークショップで実施可能な計画に落とし込むまでグループ

で対話しました。

参加して学んだことは,グループトークの方法です。

グループでイベントを企画する際,人それぞれ持っている価値観が異なることを念頭に置き,相手を真っ

向から否定するのではなく,お互いを尊重し合い,話し合うことで良いアイデアが生み出されることを学

びました。

自身の活動で活かせる点は,毎週行うミーティングの際に,本イベントで学んだ対話を意識することで,

話し合いを深めることが可能になり,より質の高いものに出来るという点です。

【徳島大学附属図書館で学生協働活動を行っているサークル】

※ライブラリー・ワークショップ

徳島大学附属図書館を拠点に活動している徳島大学公認の文化系サークルです。

館内でポップコンテストや本の展示,読書会,オリジナル新聞の発行など,図書館を学生目線で盛り上げ

る活動を行っています。

※阿波ビブリオバトルサポーター

ビブリオバトルの企画・運営を行っている徳島大学公認のサポート系サークルです。

館内で定期的にビブリオバトルを行っています。

※学びサポート企画部



徳島大学附属図書館で学習支援活動を行っている徳島大学公認のサポート系サークルです。

館内での学習相談窓口の運営や学習イベントの企画などを行っています。
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